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（趣旨） 

第１条 この申合せは、学生の成績等開示請求及び異議申立て等への対応に関する全学的指針（平成 22
年１月７日教育研究評議会決定）に基づき、鹿児島大学大学院連合農学研究科（以下「本研究科」と
いう。）における学生の成績等開示請求及び異議申立てに関し、必要な事項を定める。 

 
（対応組織） 

第２条 学生の成績等開示請求及び異議申立てに対応する組織として、鹿児島大学大学院連合農学研究
科教務委員会がこれを行う。 
 
（開示請求） 

第３条 本研究科の学生は、成績等の開示請求を行うことができる。 
２ 開示請求の対象は、当該学生の成績評価及び修了判定並びに当該学生が受けた最終試験の結果とす
る。ただし、国立大学法人鹿児島大学法人文書管理規則（平成16年規則第131号）に定める保存期間
を満了したものについては、開示できない場合がある。 

３ 開示請求は、随時受け付けるものとする。 
４ 開示請求を行う学生は、成績等開示請求書（別記様式第１号）を農学部・共同獣医学部等連大事務
室連大事務係に提出しなければならない。 

５ 大学院連合農学研究科長（以下「研究科長」という。）は、開示請求日から起算して、原則として、
10 日以内に、開示請求に対する回答書（別記様式第２号）により、回答を行うものとする。ただし、
10日以内に開示できない場合は、開示できない理由等を、当該学生に説明するとともに、研究科長は、
その状況を、教育担当理事及び学生部長に報告するものとする。 

 
（異議申立て） 

第４条 本研究科の学生は、前条の開示結果又は開示請求によらず教学上の判定に不服のある場合は、
異議申立てを行うことができる。 

２ 異議申立ては、随時受け付けるものとする。ただし、修了判定に係るものについての受付期間は、
修了判定の結果発表日から起算して、原則として、７日以内とする。 

３ 異議申立てへの回答に不服がある当該学生は、再異議申立てを行うことができる。 
４ 再異議申立ての受付期間は、異議申立ての回答を受理した日から起算して、原則として、７日以内
とする。 

５ 異議申立て又は再異議申立てを行う学生は、異議申立書・再異議申立書（別記様式第３号）を農学
部・共同獣医学部等連大事務室連大事務係に提出しなければならない。 

６ 研究科長は、異議申立て及び再異議申立てについて、速やかに調査等を行い、申立ての日から起算
して、原則として、７日以内に、異議申立てに対する回答書（別記様式第４号）により、回答を行う
ものとする。 

７ 研究科長は、調査等により過失が認められたとき又は疑義が想定されるとき等、７日以内で解決が
困難な場合は、当該学生に状況を説明するとともに、その内容を、学長、教育担当理事、危機管理室
長、監事及び学生部長（以下「学長等」という。）に報告し、対応について協議するものとする。 

 
（調査及び調査結果報告等） 

第５条 研究科長は、異議申立て又は再異議申立てに伴う調査等の結果、過失が認められたとき又は疑
義が想定されるとき等は、直ちに、過失又は疑義の発生原因が特定される時期まで遡って、組織的に
調査等を行うものとする。 

２ 前項の調査等は、その開始日から、原則として１月以内に終了するものとし、調査終了後、研究科
長は、速やかに、調査等の結果を学長等に報告するものとする。ただし、調査等に時間を要する場合



 

 

は、適宜、進捗状況を報告するものとする。 
３ 研究科長は、当該学生に対し、適宜、途中経過を説明するとともに、調査等終了後に、その結果を

説明するものとする。 
４ 研究科長は、第３条第５項並びに第４条第６項及び第７項に該当する事案が解決した場合は、遅滞

なく、第３条第５項及び第４条第６項については、教育担当理事及び学生部長に、第４条第７項につ
いては、学長等に報告するものとする。 

５ 研究科長は、調査等の結果、成績評価等における重大な過失又は疑義が判明した場合は、成績評価
基準等の全ての教育の在り方について、点検・見直しを行うものとし、重大な過失が判明した場合は、
併せて学外有識者等による検証を実施するものとする。 

 
 
この申合せは、平成２２年４月１日から施行する。 

 








